
１． 課題名 

中建中湯の婦人科鏡視下手術における有用性の研究 

２． 担当科 申請者 

産婦人科  杉村 亮 

３． 研究期間 

倫理審査委員会承認日 ～ 2026 年 10 月 31 日 

４． 目的 

   婦人科手術を受けた患者さんの中には、術後におなかの張りや便通の遅れなどの腹

部症状がみられることがある。この研究では、漢方である大建中湯と小建中湯を組み合

わせた「中建中湯」が、手術に関連したこれらの症状の改善、予防に有用であるかを検

討する。 

対象：婦人科鏡視下手術を受けた 15 歳以上の患者さん 

５． 利用又は提供する試料・情報、提供方法 

 試料・情報：術後の記録、アンケート 

６． 研究代表者 

静岡市立静岡病院 産婦人科 杉村 亮 

７．倫理審査委員会 

本研究の実施については令和７年 1月 22日に当院医学系研究等倫理審査委員会にて承

認された。 

 

＜当施設の研究責任者（相談窓口）＞ 

所    属： 静岡市立静岡病院 

研究責任医師： 産婦人科 杉村 亮 

電 話 番 号 ： ０５４-２５３-３１２５（代表） 

 

＜研究に関する資料の入手や閲覧・問い合わせ＞ 

相 談 窓 口 ： 静岡市立静岡病院 臨床試験管理センター 

電 話 番 号 ： ０５４-２５３-３１２５（代表） 

e-mail  ： chiken2@shizuokahospital.jp 

 


